
　
河
川
敷
や
道
路
、
公
園
な
ど
の
維
持
管
理
で
発
生
す
る
刈
り
草
を
エ
コ
商

品
に
開
発
し
、
環
境
啓
発
を
行
っ
て
い
る
阿
南
光
高
校
生
徒
な
ど
の
活
動
「
緑

の
リ
サ
イ
ク
ル
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
エ
コ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。
高
校
生
の
取
組
が
、

資
源
循
環
型
社
会
に
向
け
て
、
人
々
の
環
境
に
対
す
る
意
識
改
革
を
促
し
て

い
る
。
そ
の
う
ね
り
は
、
市
内
、
県
内
は
も
と
よ
り
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
暑
熱
対
策
に
、
ま
た
東
日
本
大
震
災
へ
の
復
興
支
援
に

ま
で
広
が
り
を
み
せ
て
い
る
。
青
春
の
１
ペ
ー
ジ
に
、
学
業
に
励
む
傍
ら
、
環

境
活
動
を
行
う
高
校
生
の
思
い
に
触
れ
た
。

環
境
問
題
解
決
に
向
け

た
実
践
や
啓
発

　
緑
の
リ
サ
イ
ク
ル・ソ
ー
シ
ャル・エコ・

プ
ロ
ジェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
、阿
南
光
高
校
、

小
松
島
西
高
校
勝
浦
校
、
小
松
島
高

校
、
徳
島
北
高
校
の
高
校
生
と
各
校
を

卒
業
し
た
徳
島
大
学
、
四
国
大
学
、
徳

島
文
理
大
学
、
県
立
農
業
大
学
校
の
学

生
、
社
会
人
の
約
80
人
の
グ
ル
ー
プ
。

「
考
え
よ
う
未
来
の
地
球
の
た
め
に
私
た

ち
が
で
き
る
こ
と
を
」を
活
動
テ
ー
マ
に
、

も
っ
た
い
な
い
２
号
を

環
境
教
材
に

　
チ
ー
ム
の
高
校
生
た
ち
は
、
で
き
あ

が
っ
た
も
っ
た
い
な
い
２
号
に
ア
サ
ガ
オ

や
ヒ
マ
ワ
リ
の
種
を
添
え
た
「
ミ
ニ
緑
の

カ
ー
テ
ン
セ
ッ
ト
」
を
環
境
教
材
と
し

て
製
作
。
市
内
や
徳
島
駅
前
な
ど
で
配

布
し
、
環
境
啓
発
を
呼
び
掛
け
た
。
ま

た
、
プ
ロ
野
球
独
立
リ
ー
グ
の
徳
島
イ

ン
デ
ィ
ゴ
ソ
ッ
ク
ス
と
連
携
し
て
、
Ｊ
Ａ

ア
グ
リ
あ
な
ん
ス
タ
ジ
ア
ム
で
の
試
合

開
催
時
に
配
布
し
た
。

　
活
動
を
発
展
さ
せ
、
徳
島
県
や
阿
南

市
な
ど
の
行
政
と
連
携
し
、
徳
島
県
南

地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま

な
環
境
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　
活
動
の
柱
と
な
る
の
が
、
河
川
敷
や

道
路
、
公
園
な
ど
の
維
持
管
理
で
発
生

す
る
刈
り
草
を
原
料
に
し
た
資
源
循
環

型
肥
料
「
も
っ
た
い
な
い
２
号
」を
作
り
、

環
境
問
題
解
決
に
向
け
た
実
践
や
啓
発

を
行
う
こ
と
。

　
も
っ
た
い
な
い
２
号
は
、
徳
島
県
立

農
林
水
産
総
合
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
の

成
分
分
析
で
、
土
壌
改
良
材
と
し
て
、

土
壌
を
柔
ら
か
く
し
、
保
水
性
や
通
気

性
に
優
れ
て
い
る
な
ど
、
植
物
の
生
育

に
必
要
な
土
壌
環
境
の
改
善
に
効
果
が

認
め
ら
れ
て
い
る
。

　
ち
ょ
う
ど
10
年
前
の
２
０
１
０
年
。

阿
南
光
高
校
の
前
身
と
な
る
新
野
高
校

の
生
徒
が
、
学
校
の
農
園
で
育
て
た
草

花
を
地
域
に
寄
贈
す
る
「
花
い
っ
ぱ
い

運
動
」
を
行
う
中
で
、
河
川
敷
な
ど
の

除
草
で
発
生
す
る
刈
り
草
の
処
分
に
苦

慮
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
毎
年
発

生
す
る
刈
り
草
は
、
県
南
部
だ
け
で
も

３
０
０
ト
ン
以
上
。
刈
り
草
が
有
効
活

用
さ
れ
ず
、
多
額
の
経
費
を
か
け
て
植

物
廃
材
と
し
て
焼
却
処
分
さ
れ
、
二
酸

化
炭
素
を
排
出
し
て
い
る
。

　
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
生
徒

た
ち
と
と
も
に
チ
ー
ム
の
顧
問
と
な
る

当
時
同
校
教
諭
の
湯
浅
正
浩

さ
ん
は
、
刈
り
草
を
堆
肥
と

し
て
再
利
用
す
る
こ
と
を
発

案
。
生
徒
た
ち
は
、
刈
り
草

を
発
酵
・
分
解
さ
せ
る
微
生

物
を
探
す
た
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
場
所
の
落
ち
葉
を
試
し
た

り
、
米
ぬ
か
を
加
え
た
り
す

る
な
ど
、
改
良
に
改
良
を
重

ね
、
３
年
か
け
て
２
０
１
３

部
健
康
運
動
公
園
内
に
あ
る
、
リ
サ
イ

ク
ル
施
設
を
刈
り
草
堆
肥
の
製
造
場
所

と
し
て
事
業
化
。
年
間
に
約
６
ト
ン
の

堆
肥
を
生
産
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
全
国
で
初
め
て
高
校
生
の
環

境
活
動
か
ら
地
域
の
雇
用
も
創
出
し
、

持
続
可
能
な
取
組
と
し
て
先
導
的
な
事

例
と
な
っ
て
い
る
。

　
２
０
１
７
年
か
ら
は
、
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ

ル
ー
ツ
が
持
つ
「
糖
尿
病
予
防
」
の
成

分
に
着
目
し
、
徳
島
県
の
健
康
課
題
を

解
決
す
る
取
組
と
し
て
、
も
っ
た
い
な

い
２
号
を
活
用
し
た
、
緑
の
カ
ー
テ
ン

づ
く
り
の
出
前
授
業
な
ど
を
実
施
。

　
チ
ー
ム
に
よ
る
環
境
出
前
授
業
、ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
は
全
国
各
地
で
今
ま
で
に

50
回
近
く
開
催
し
、
取
組
を
紹
介
し
て

　
特
集
　
緑
の
リ
サ
イ
ク
ル
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
エ
コ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

未
来
の
地
球
の
た
め
　

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

徳島駅前での環境啓発活動

リサイクル施設で刈り草から堆肥を作るメンバー

花いっぱい運動

環境出前授業で取組を紹介する
もったいない２号に花の種を添えた
「ミニ緑のカーテンセット」

年
に
土
壌
改
良
材
「
も
っ
た
い
な
い
２
号
」

を
開
発
し
、
商
品
化
に
成
功
し
た
。
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被
災
地
に
寄
り
添
っ
た

復
興
支
援
を

　
２
０
１
８
年
、
環
境
問
題
の
解
決

に
取
り
組
む
団
体
や
若
者
を
表
彰
す

る
「
第
８
回
毎
日
地
球
未
来
賞
」
の
奨

励
賞
を
受
賞
し
た
際
、
会
場
で
同
じ

く
受
賞
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
桜
ラ
イ
ン

３
１
１
」
か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
た
。
も
っ

た
い
な
い
２
号
を
植
樹
す
る
桜
の
苗
木

の
用
土
と
し
て
使
い
た
い
と
い
う
の
だ
。

　
桜
ラ
イ
ン
３
１
１
は
、
東
日
本
大
震

災
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
岩
手
県
陸

前
高
田
市
で
、
被
害
を
次
世
代
に
語
り

継
ぐ
た
め
、
津
波
の
到
達
地
点
に
桜
を

植
樹
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
。
計
画
し
て

い
る
総
延
長
は
約
１
７
０
キ
ロ
メ
ー
ト

阿
南
の
地
よ
り

世
界
に
向
け
て
光
を
生
む

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
っ
た
き
っ
か

け
と
な
っ
た
花
い
っ
ぱ
い
運
動
は
、

１
９
９
２
年
に
新
野
高
校
が
甲
子
園
に

初
出
場
し
た
際
に
、
応
援
し
て
く
れ
た

方
々
へ
の
お
礼
で
、
地
域
に
花
を
寄
贈

す
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。

　
活
動
の
根
幹
に
は
、
地
域
に
対
す
る

感
謝
の
気
持
ち
が
あ
る
。

　
新
野
高
校
は
農
業
科
と
普
通
科
を

備
え
た
総
合
高
校
と
し
て
、
卒
業
生
は

地
元
で
就
職
す
る
割
合
が
高
か
っ
た
。

そ
の
中
で
、
生
徒
は
阿
南
市
の
現
状
や

こ
れ
か
ら
を
考
え
、
地
域
に
根
差
し
た

活
動
を
行
い
、
地
域
課
題
の
解
決
に
取

り
組
む
意
識
を
育
ん
だ
。

　
顧
問
の
阿
南
光
高
校
教
諭
湯
浅
さ
ん

は
、「
生
徒
た
ち
は
、
活
動
を
通
し
て
、

一
人
ひ
と
り
が
自
ら
考
え
、
行

動
す
る
こ
と
を
学
ん
で
い
る
」

と
語
る
。

　「
学
校
を
卒
業
し
て
社
会
で

は
、
人
は
総
合
力
が
試
さ
れ

る
。
活
動
で
得
た
知
識
や
経
験

を
生
か
し
て
、
地
域
の
中
心
と

な
り
、
よ
り
よ
い
社
会
を
築
い

て
ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
る
。

い
る
。

　
チ
ー
ム
は
も
っ
た
い
な
い
２
号
を
通
じ

た
活
動
の
ほ
か
、
那
賀
町
木
頭
地
区
で

の
「
山
櫻
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
連
携
し

た
里
山
保
全
活
動
や
徳
島
県
勝
浦
町
で

の
町
お
こ
し
活
動
、
美
波
町
志
和
岐
地

区
で
県
内
唯
一の
自
生
地
で
あ
る
絶
滅

危
惧
植
物
ナ
ミ
キ
ソ
ウ
の
保
全
活
動
を

実
施
す
る
な
ど
、
学
校
や
地
域
を
超
え

た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
へ
と
展
開
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
群
馬
大
学
と
東
京
都
農
林

総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
に
よ
っ
て
考
案
さ

れ
た
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
競
技
会
場
周
辺
に
設
置
さ
れ

る
「
移
動
式
緑
化
ベ
ン
チ
」
の
用
土
と

し
て
採
用
さ
れ
、
大
会
の
暑
熱
対
策
に

一役
買
う
。

　
活
動
を
進
め
る
中
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
優
れ
た
取
組
が
高
く
評
価
さ
れ
て
、

環
境
大
臣
表
彰
を
２
０
１
６
年
か
ら
４

年
受
賞
す
る
な
ど
数
々
の
賞
を
受
賞
。

そ
れ
が
、
活
動
す
る
メ
ン
バ
ー
の
励
み

と
も
な
っ
て
い
る
。

ル
。
２
０
１
１
年
か
ら
１
万
７
０
０
０

本
を
植
え
る
計
画
だ
。
こ
れ
ま
で
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
が
２
８
４
カ
所
に

１
４
２
０
本
の
桜
の
苗
木
を
植
え
て
き
た
。

　
阿
南
光
高
校
チ
ー
ム
も
活
動
に
賛
同

し
、
２
０
１
８
年
、
２
０
１
９
年
と
桜

の
生
育
を
支
援
す
る
た
め
、
も
っ
た
い

な
い
２
号
を
送
り
、
現
地
で
の
植
樹
会

に
も
参
加
し
た
。

　
今
年
、
生
徒
か
ら
発
言
が
あ
っ
た
。

来
年
３
月
11
日
は
、
震
災
10
年
の
節
目

に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
復
興
支
援
の
た

め
、
私
た
ち
に
何
が
で
き
る
の
か
話
し

合
い
た
い
と
い
う
。

　
話
し
合
い
の
中
で
、
阿
南
市
か
ら
遠

く
離
れ
て
い
て
も
「
私
た
ち
は
東
日
本

大
震
災
を
忘
れ
な
い
」
気
持
ち
を
伝
え

た
い
と
の
意
見
が
あ
り
、「
私
た
ち
の
想

い
を
つ
な
ぐ
　
東
日
本
大
震
災
に
向
け

た
復
興
支
援
活
動
」
を
企
画
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
堆
肥
を
送
り
支
援
す
る

活
動
に
加
え
て
、
生
徒
な
ど
の
思
い
を

記
入
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
も
っ
た

い
な
い
２
号
に
添
え
て
送
る
の
だ
。
阿

南
光
高
校
全
生
徒
や
、
広
く
県
民
に
作

成
を
募
る
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
は
、

陸
前
高
田
市
の
復
興
商
店
街
に
展
示
し

て
い
た
だ
け
る
と
、
快
諾
さ
れ
た
。

　
復
興
支
援
活
動
を
企
画
立
案
し
た

同
校
１
年
生
の
北
井
　
希
さ
ん
、
髙
原

美
月
さ
ん
、
立
石
友
莉
亜
さ
ん
は
、「
私

た
ち
に
し
か
で
き
な
い
支
援
を
考
え
た
。

被
災
地
に
寄
り
添
っ
た
復
興
支
援
を
行

い
た
い
」
と
思
い
を
語
る
。

　
チ
ー
ム
の
思
い
は
、
環
境
活
動
の
枠

を
超
え
て
、
全
国
へ
と
広
が
る
。

　
３
人
は
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振
り
返

り
、「
新
野
高
校
の
先
輩
た
ち
か
ら
受

け
継
い
だ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
誇
り
に
思

い
、
発
展
さ
せ
、
後
輩
へ
と
つ
な
げ
て
い

き
た
い
」と
今
後
に
向
け
て
意
気
込
む
。

　
未
来
の
地
球
の
た
め
に
、
私
た
ち

は
何
が
で
き
る
の
か
―

　
高
校
生
の
活
動
は
、
私
た
ち
に
環

境
を
考
え
る
き
っ
か
け
を
提
供
し
、

意
識
を
変
え
る
行
動
変
容
へ
と
導
く
。

　
環
境
問
題
や
地
域
課
題
は
、一
人

で
は
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

だ
が
、
み
ん
な
の
行
動
で
社
会
は
変

わ
る
。

　
市
民
、
行
政
、
企
業
、
団
体
な
ど

が
協
働
し
、一人
ひ
と
り
が
環
境
へ
の

意
識
を
高
く
持
ち
、
行
動
を
通
じ
て

実
践
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ

る
と
、
チ
ー
ム
は
高
校
生
の
視
点

か
ら
伝
え
て
い
る
。

　
生
徒
た
ち
は
、
よ
り
よ
い
社
会

を
築
く
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
環
境

や
防
災
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
、

阿
南
の
地
よ
り
世
界
に
向
け
て
光

を
生
ん
で
い
く
。

メッセージカードに思いをしたためる 東京ビッグサイトに展示されている移動式緑化ベンチ

陸前高田市の津波の到達地点で、桜の植樹に参加もったいない２号を袋詰めするメンバーもったいない２号に添えられるメッセージカード

チーム顧問の湯浅正浩さん

緑のリサイクル・ソーシャル・エコ・プロジェクトチーム　阿南光高校のメンバー
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